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誰もが自分らしく

いきいきと輝けるまちを

目指します

滝川市長 前田 康吉

誰もが自分らしく

いきいきと輝けるまちを

目指します。

滝川市長 前田 康吉

第２次滝川市男女共同参画計画策定に寄せて

人口減少、少子高齢化が加速する中で、こ

れまで、私たちが経験してきたことのない新

型コロナウイルス感染症拡大により変化した

社会環境の対応や、大規模災害に備えたさら

なる防災力の強化など、多くの市民の活躍な

くしてまちづくりを進めることはできません。

様々な課題を乗り越え、活力あるまちの発

展のためには、一人ひとりが性別による固定

的役割分担意識をなくすとともに、個々の違

いを受け入れ、認め合いながら、それぞれの

能力を発揮させるダイバーシティ＆インクル

ージョン社会の実現が不可欠です。

その実現のため、本計画にある施策を市民

の皆様、事業者の皆様のご協力をいただきな

がら熱意をもって着実に取り組み、誰もが自

分らしく生き生きと輝けるまち・滝川市を目

指します。

この度、「第２次滝川市男女共同参画計画」

を策定しました。

平成 25（2013）年、10 年間の計画とな

る第１次滝川市男女共同参画計画を策定し、

行政・団体・市民連携のもと取り組みを進め

てまいりました。

この間、女性の職業生活における活躍の推

進に関する法律（女性活躍推進法）が施行さ

れるなど、性別に関わらず社会で活躍できる

環境整備がまちづくりにおいても必要である

と強く意識した 10年でもありました。

本計画では、４つの基本目標を掲げ、女性

活躍をさらに進めるべく、４人の女性へのイ

ンタビュー記事を掲載しました。市民の皆様

のさまざまな取り組み、そして未来への期待

を受け止め、個々の施策に反映した計画とな

っています。

1



男女共同参画社会とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

計画の基本的な考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

計画の体系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

基本目標Ⅰ 誰もが能力を発揮し活躍できる環境の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

インタビュー/江部乙まちづくりコミュニティ行動隊女子部 部長 曽我部昭子さん

１．男女共同参画への理解促進 ２．政策・方針決定過程における男女バランスの是正

基本目標Ⅱ 誰もが自分らしく働くための支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

インタビュー/介護サービス事業所介護員 佐々木百花さん

１．ワーク・ライフ・バランスの推進 ２．就職・再就職・創業へのチャレンジ支援

３．育児・介護の支援体制の充実

基本目標Ⅲ 人権の尊重とあらゆる暴力の根絶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1４

インタビュー/人権擁護委員 高嶋弘美さん

１．人権を尊重する教育の推進 ２．配偶者等からの暴力（DV)・ハラスメントの防止と対策

3.性の多様性に対する理解促進

基本目標Ⅳ 「生涯活躍」を支える健康な体と心をつくる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

インタビュー/ピンクリボンディスカバ 代表 柴田直美さん

１．生涯にわたる健康づくりの推進 ２．妊娠・出産に対する支援

男女共同参画に関する意識調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

目 次

2



男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

●女性の政策・方針決定過程への

参画が進み、多様な人材が活躍す

ることによって、経済活動の創造

性が増し、生産性が向上

●働き方の多様化が進み、男女が

ともに働きやすい職場環境が確保

されることによって、個人が能力

を最大限に発揮

●家族を構成する個人がお互いに

尊重し合い協力し合うことによっ

て、家族のパートナーシップの強化

●仕事と家庭の両立支援環境が整

い、男性の家庭への参画も進むこ

とによって、男女がともに子育て

や教育に参加

●男女がともに主体的に地域活

動やボランティア等に参画するこ

とによって、地域コミュニティが強

化

●地域の活性化、暮らし改善、子

どもたちが伸びやかに育つ環境

が実現

ひ と り ひ と り の 豊 か な 人 生
仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で

展開でき、男女がともに夢や希望を実現

男女共同参画社会とは「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分

野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利

益を享受することができ、かつ、共に責任を負うべき社会」を示します。（男女共同参画基本法第２条）

男女の人権の尊重

国際的協調

家庭生活における活動

と他の活動の両立

政策等の立案及び

決定への共同参画

社会における制度

又は慣行についての配慮

男女の個人としての尊厳を重んじ、

男女の差別をなくし、男性も女性も

ひとりの人間として能力を発揮でき

る機会を確保する必要があります。

固定的な役割分担意識にとらわれ

ず、男女が様々な活動ができるよう

に社会の制度や慣行の在り方を考え

る必要があります。

男女共同参画づくりのために、国際

社会と共に歩むことも大切です。他

の国々や国際機関と相互に協力して

取り組む必要があります。

男女が対等な家族の構成員として、

互いに協力し、社会の支援も受け、家

族としての役割を果たしながら、仕事

や学習、地域活動等ができるように

する必要があります。

男女が社会の対等なパートナーとし

て、あらゆる分野において方針の決

定に参画ができる機会を確保する必

要があります。

男女共同参画社会を実現するための

５本の柱

基本理念

男女共同参画社会とは
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１．計画策定の経過と背景

性別に関係なく、すべての人の人権が尊重され、意欲に応じて能力や個性を発揮しながら活躍できる

男女共同参画社会の実現のため、その理念と施策の方向を定めた「男女共同参画社会基本法」が、平成

11（1999）年に制定されました。

本市においては、平成25（2013）年、10年の計画期間となる「滝川市男女共同参画計画」を策定し、

併せて、前期５年間の具体的な施策を「男女共同参画推進計画（平成25年度～平成29年度）」で示し、

行政・団体・市民連携のもと取り組みを進めてまいりました。

計画の折り返しとなる平成30（2018）年には、進捗状況を点検するとともに、平成27（2015）年に

施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」を反映した、後期５年

間の施策を示した「男女共同参画推進計画（平成30年度～平成34年度）」を策定しました。

第１次計画期間において、女性の参画が進んでいる部分もある一方で、社会全体として固定的な性別

役割分担意識が十分解消されたとはいえず、誰もが「働きやすい、活動しやすい、生きやすい」環境づくり

は、まだまだ途上といえます。

第２次となる本計画においては、第１次計画の内容を踏襲しつつ、新たな社会の流れを汲んだ、誰もが

自分らしく輝けるまちづくり・人づくりの基盤となることを目指し策定します。

２．計画の位置づけ

１）男女共同参画社会基本法第14条第３項に基づく、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策につ

いての市町村男女共同参画計画で、平成25（2013）年３月に策定した「滝川市男女共同参画計画（第

１次）」の後継計画となるものです。

２）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）第２条の３第３項に基づく、

市町村基本計画に位置づけます。

3）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）第６条第２項に基づく、市町村推

進計画に位置づけます。

４）本市の総合計画や他の個別計画との整合性を持たせた計画です。

３．計画期間

令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度までの１０年間とし、「施策の内容」については５年間で

見直しを行います。

計画の基本的な考え方
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計画の体系

基本目標 Ⅰ

誰もが

能力を発揮し

活動できる環境の整備

基本目標 Ⅱ

誰もが

自分らしく

働くための支援

１．男女共同参画への理解促進

２．政策・方針決定過程における男女バランスの

是正

１．ワーク・ライフ・バランスの推進

２．就職・再就職・創業へのチャレンジ支援

３．育児・介護の支援体制の充実

令和４（2022）年、市民を対象に行った男女共同参画に関する意識調査では、様々な分野において

「男性が優遇されている」という意識が根強く、性別による固定的役割分担意識の十分な解消に至っ

ていないことから、男女共同参画社会が目指す「男女が社会の対等な構成員」の姿は「道半ば」といえ

ます。男女共同参画に関する情報発信や学習活動の支援など、学校、事業所、地域等あらゆる環境に

おいて理解促進を図っていきます。

男性・女性双方によるバランスの取れた視点からの政策・方針の決定や、環境づくりへのアプローチ

が図られるよう、携わる人員の構成や意見集約の手法等に関して、合理性や根拠に乏しい偏重が生じ

ないよう働きかけを進めます。

誰もが自分らしく、やりがいをもって働くことは、個人の活躍、企業の成長、そして社会の活力に欠

かすことができません。

個人のライフスタイルを尊重した働き方ができるよう、ワーク・ライフ・バランスに対する啓発に取り

組むとともに、性差に関わらず育児や介護等にかかる休暇を「取りやすい・取らせやすい」環境づくり

と意識の向上を目指します。

就職や創業など、個人にあった働き方を実現するため、情報提供やセミナーの実施、補助金制度の

整備等、地元での仕事に対するチャレンジを支援します。

仕事と子育てや介護とを両立し、安心して働き続けるために、子育てや介護に関する相談体制を整

備するとともに、様々な支援サービスの充実に取り組みます。

施策の方向

施策の方向

４つの基本目標を設定し、実現に向けた施策に取り組みます。
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人生の様々なステージで活躍するためには、体と心の健康を自ら意識し、管理することが大切です。

性別・年代等によって必要な健康に関する情報を発信するとともに、個々に応じた健康相談に対応し

ます。

滝川市の特定健診は、全国・全道平均よりも高い健診率ですが、がん検診率は全国平均より低く、乳

がん・子宮がんにおいては全国・全道平均を下回っています。健（検）診率の向上を図り、生活習慣を見

直す機会を増やすとともに、病気の早期発見・早期治療へとつないでいきます。

妊娠・出産及び女性特有の病気など、女性は年代に応じてその心身が大きく変化することから、自ら

の体についての知識を深めるとともに、学校教育等において男性への理解促進に取り組みます。

基本目標 Ⅲ

人権の尊重と

あらゆる

暴力の根絶

基本目標 Ⅳ

「生涯活躍」を支える

健康な体と

心をつくる

１．人権を尊重する教育の推進

２．配偶者等からの暴力（DV)・ハラスメントの防

止と対策

3.性の多様性に対する理解促進

１．生涯にわたる健康づくりの推進

２．妊娠・出産に対する支援

一人ひとりの人権が尊重されなければ、誰もが自分らしく、生き生きと活躍できる社会を実現する

ことができません。学校において、人権を尊重する教育を推進するとともに、メディア・リテラシーの向

上に努め、正しい情報と判断する力を育みます。

配偶者等から受ける暴力（DV=ドメスティックバイオレンス）や、さまざまなハラスメント（いじめ・嫌

がらせ等）は人権を著しく侵害する行為です。意識調査では、相談相手として家族や友人との回答が多

いことから、適切に関係機関につなげられるよう、市民に対する啓発・情報発信に取り組みます。

性的マイノリティの方々への差別や偏見をなくすため啓発を行い、当事者の生きづらさの解消に取

り組むとともに、パートナーシップ制度の導入について検討を進めます。

施策の方向

施策の方向
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子どもたちが大人になっても

誇りの持てる地域づくりは

私たち、大人の役割です。

子どもたちが大人になっても

誇りの持てる地域づくりは

私たち、大人の役割です。

江部乙まちづくりコミュニティ行動隊女子部

部長 曽我部昭子 さん

基本目標Ⅰ 誰もが能力を発揮し活躍できる環境の整備

江部乙に生まれ育った曽我部昭子さんは、駅

カフェのほかに、地域食堂「乙なキッチン」やえ

べおつ市民大学「乙なカレッジ」の運営と活躍。

ふるさとの元気づくりに「女子力」投入中です。

※表紙の伝筆作品は、曽我部昭子さんによるものです。

■
「
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
作
り
た
い
！
」

同
じ
思
い
を
持
っ
た
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、江
部

乙
ま
ち
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
動
隊
女
子
部
を

結
成
。江
部
乙
駅
で「
駅
カ
フ
ェ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
が
平
成

年
、

月
の
こ
と
で
し
た
。

■
月
１
回
開
店
の
駅
カ
フ
ェ
で
は
、
女
子
部
メ
ン
バ

ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
た
講
演
会
や
小

さ
な
ラ
イ
ブ
を
開
い
た
り
、
一
緒
に
運
営
し
て
い

る
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
舛
井
ゼ

ミ
の
学
生
と
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
な
ど
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
が
開

店
日
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

■
「
女
性
ば
か
り
じ
ゃ
成
功
し
な
い
」
な
ん
て
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
地
域
を
元
気
に

し
た
い
一
心
で
始
め
た
駅
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者
だ

け
で
は
な
く
、私
た
ち
女
子
部
に
も
た
く
さ
ん
の

元
気
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
場
所
に
な
り
ま

し
た
。
男
性
、
女
性
関
係
な
く
「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
と
行
動
力
は
、地
域
づ
く
り
に
は

絶
対
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
私
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
て

も「
江
部
乙
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」と
思
い
続
け
て
ほ

し
い
し
、そ
ん
な
誇
り
あ
る
地
域
を
つ
く
る
の
が

大
人
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。背
伸
び
し
な

く
て
も
い
い
ん
で
す
。こ
れ
か
ら
も
身
の
丈
に
あ
っ

た
、あ
っ
た
か
い
駅
カ
フ
ェ
と
一
緒
に
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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数字でみる たきかわ・男女共同参画

Ｑ．「社会全体」は男女平等だと思いますか。

「男だから」とか「女のくせに」とか、性別によって役割が決め

られたり、行動を制限したりする固定的な性別役割分担意識

は、男女共同参画社会において解消すべき課題としています。

意識調査で、「社会全体は男女平等だと思いますか」という問

いに対し、「平等」と答えたのは 8.7％に対し、68.5％が「男性

が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」

と答えていることから、男女共同参画社会が目指す「男女が社

会の対等な構成員」の姿は道半ばといえます。

誰もが個人の選択や挑戦が尊重され、個性と能力が発揮され

る社会であるためには、「平等」感の向上が必要です。

8.7％

7

どちらかといえば男性が優遇され
ている
51.2％

平等である
8.7％

どちらかといえば女性が優遇
されている
3.5％

女性が優遇されている
1.2％

わからない
13.0％

無回答
5.1％

男性が優遇
されている
17.3％

男性と女性は「平等」ですか？



1．広報紙やインターネットによる情報発信【くらし支援課】

男女共同参画の理解を深めるため、広報紙やインターネット等を活用しながら、情

報発信を行います。

2．男女共同参画に関する学習活動の支援【くらし支援課】

市民が主体となって行う男女共同参画に関する研修会など、学習機会を支援します。

3．事業所に対する男女共同参画に関する啓発【くらし支援課・産業振興課】

事業所に対して商工団体などと連携し、男女共同参画に関する啓発を行います。

4．学校におけるキャリア教育の実施【教育総務課】

男性・女性ともに個性と能力を発揮しながら社会で活躍できるよう、キャリア教育

に取り組みます。

１．市の各種審議会等委員への女性登用の促進【総務課】

各種審議会等における女性委員割合の目標値を定め、全庁的に推進します。

２．市職員における役職への女性登用の促進【総務課】

市職員について、性別によることなく職員を採用するとともに、割合の低い女性

職員の役職登用や、男性・女性ともに職域の拡大に取り組みます。

３．事業所における役職への女性登用に向けた啓発【くらし支援課・産業振興課】

事業所における方針の立案・決定や運営に、性別によることなく意見が反映され、

割合の低い女性の役職の登用を進めるよう働きかけます。

４．地域における役職への女性登用に向けた啓発【くらし支援課】

町内会や地域活動における方針の決定や運営に、性別によることなく意見が反映

され、割合の低い女性の役職の登用を進めるよう働きかけます。

1

２
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５．市議会における男女共同参画の促進【議会事務局】

多様な民意を市政に反映させるためには、性別・年齢等バランスの取れた議員構

成が望まれます。市議会だよりの発行やインターネットによる議会中継など、議会の

意思決定プロセスの「見える化」に取り組み、広く議会活動への関心を図ります。

6.防災活動における男女共同参画の促進【防災危機対策課】

地域防災計画など政策や方針の決定にかかる会議や、避難訓練や研修会等、防災活

動における女性の参加を積極的に推進します。

「男女共同参画」の「言葉も内容も知っている」人の割合 37.8％ 50％

「社会全体で男性と女性は平等である」と思う人の割合 8.7％ 25％

市の各種審議会の女性委員の割合 19.6％ 25％

市職員の女性管理職の割合（一般行政職） 14.9％ 20％

事業所の女性管理職の割合 14.1％ 20％

「地域活動に関わりたい」と思う人の割合 42.５％ 50％

女性町内会長の割合 7.0％ 10％

防災に関する研修会の女性の参加率 47.0％ 50％

目標値
（2027年）

現状値項 目
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仕事も、家庭も、子育ても

無理なく、自分らしく

楽しんでいます。

仕事も、家庭も、子育ても

無理なく、自分らしく

楽しんでいます。

介護サービス事業所介護員

佐々木百花 さん

■
介
護
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
は
、
母
の
影
響
が
大

き
い
で
す
ね
。
看
護
師
だ
っ
た
母
か
ら
、
仕
事
の

話
を
よ
く
聞
い
て
い
た
こ
と
が
、
福
祉
系
の
大
学

へ
の
進
学
を
決
め
、介
護
の
仕
事
へ
と
背
中
を
押

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ご
自
宅
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う「
通
い
・
訪
問
・
泊
ま
り
」
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
が
私
の
職

場
で
す
。「
若
い
の
に
介
護
の
仕
事
は
大
変
で
し

ょ
？
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、嫌
だ
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、失
敗
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ま
、そ
し
て
ご
家
族
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
寄
り
添
い
が
で
き
た
と
き
は

う
れ
し
い
で
す
し
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
こ

の
仕
事
は
、私
自
身
向
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
現
在
は
夫
と
二
人
の
子
ど
も
と
暮
ら
し
て
い
ま

す
。夫
も
、家
事
や
子
育
て
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。私
の
職
場
も
含
め
、介
護
施
設
で
は
託

児
所
を
用
意
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
を
預
け
、
安
心
し
て
働
け
る
こ

と
は
何
よ
り
も
心
強
い
で
す
し
、
勤
務
時
間
も

調
整
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、、
自
分
に
あ
っ
た

働
き
方
が
で
き
る
環
境
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

■
家
庭
を
も
ち
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
働
き
続

け
る
と
い
う
選
択
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。こ

れ
か
ら
も
、
家
族
や
職
場
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら「
両
立
」
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

基本目標Ⅱ 誰もが自分らしく働くための支援

介護員５年目の佐々木百花さんは、家族や職

場のサポートを受けながら、支援を必要とする

高齢者とその家族を支える介護員としてのキャ

リアを積んでいます。

「男性は仕事、女性は家庭」という考え方は、徐々に変わってき

ています。

今回の意識調査で、女性は結婚や出産などのライフイベントに

関わらず仕事は続けたほうがいいという意見は 39.3％、育児

中は仕事を休み、大きくなったら仕事を持ったほうがいいとい

う意見は35.5％となっています。

女性が働きづつけるために必要な育児休暇の取得や再就職

先の確保など、女性と仕事を取り巻く環境はまだまだ十分とは

言えません。仕事・家庭・育児…固定の価値観を押し付けられる

ことなく、本人の選択が尊重されたライフプランの実現は、誰も

が幸せに生きるための基本といえるでしょう。

数字でみる たきかわ・男女共同参画39.3％

Ｑ．女性の仕事について、どう考えますか。

10

女性の仕事は〇〇が望ましい？
仕事を持たないほうがよい

1.2%
結婚するまでは仕事をし、結婚を

機に仕事を持たないほうがいい
1.9%

結婚後も仕事をし、子どもが

生まれたことを機に仕事を

持たないほうがいい

1.5%

育児中は仕事を休み、大きく
なったら仕事を持った方がいい

35.5%
結婚・出産・育児に関わらず、仕

事を続けたほうがよい

39.3%

わからない

8.0%

その他

5.3%

無回答

7.3%



1．市役所におけるワーク・ライフ・バランスの推進【総務課】

家庭生活の充実や心身の健康維持のため、特定事業主行動計画に基づき、市役所

全体で業務の進め方や働き方を見直し、超過勤務の縮減や計画的な年次有給休暇

の取得を促進します。

２．事業所におけるワーク・ライフ・バランスの推進【くらし支援課・産業振興課】

仕事と家庭の両立や柔軟な働き方の促進、業務の効率化や長時間労働の削減など、

事業所が積極的にワーク・ライフ・バランスの推進に取り組むよう働きかけます。

3.育児及び介護休暇等の取得の促進【総務課・くらし支援課・産業振興課】

男性・女性ともに育児や介護との両立ができるよう、育児休暇や介護休暇等の積極

的な取得を働きかけるとともに、取得しやすい職場環境づくりを進めるよう啓発に

取り組みます。

１．就業及び人材確保にかかる支援【産業振興課】

高校生・短大生の地元定着と企業の人材確保のため、地元企業の紹介事業に取り組

みます。

２．職業訓練の提供【産業振興課】

職業能力開発や就職支援を推進するため、就労に必要な資格や技能の取得が可能

な職業訓練の提供に努めます。

３．創業に関するセミナーの実施【産業振興課】

創業に関する経営や財務など、基本知識や販路拡大のノウハウを学ぶセミナーを実

施します。

４．創業に対する支援補助金制度の整備【産業振興課】

地域経済の活性化につながる意欲ある活動や新分野進出・創業など、前向きな新た

な事業に対する支援補助金制度を整備します。

１

２
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５．農業の担い手の育成・確保【農政課】

認定農業者の経営支援、新規就農者確保のため、地域おこし協力隊制度を活用し

た第三者経営継承などの支援や、農業後継者育成のための滝川農業塾事業を実

施します。

1.多様な保育サービスの提供【子育て応援課】

働きながら安心して子育てに専念できるよう、保護者の就労時間や産後の職場復

帰に考慮した保育サービスを提供します。

2.ファミリーサポートセンターの推進【子育て応援課】

地域で子育てのサポートを受けたい人と行いたい人が、会員となり支え合うファミ

リーサポートセンターを運営し、仕事や病気等の緊急時や保護者の育児に伴う負担

軽減等の子育て支援に、地域力を積極的に活用します。

3.放課後等の子どもたちの居場所づくり【子育て応援課】

地域において留守家庭となる子どもが、安全安心に過ごせるよう、新・放課後子ど

も総合プラン（放課後児童クラブ・放課後子ども教室事業）に取り組みます。

4.ひとり親家庭の支援【子育て応援課】

ひとり親家庭などの生活や子育て等、相談員による相談窓口の充実を図ります。

5.育児・介護に関わる相談窓口の整備【子育て応援課・健康づくり課・介護福祉課】

妊娠期から子育て期に至るまでの様々な要望に対して、総合的相談をワンストップ

で行う子育て世代包括支援センター事業を推進します。

地域包括支援センターにおいて、高齢者やその家族に対する総合相談に応ずると

ともに、福祉や介護の制度の紹介や手続きを支援します。

6.介護予防・生活支援サービスの充実【介護福祉課・健康づくり課・保険医療課】

要介護・要支援となることを予防するため、介護予防事業及び保健事業と介護予

防の一体的実施事業により、健康状態の把握を行い、介護予防ケアマネジメントに

基づくサービスの充実を図ります。

３

12



７.家族介護者への支援の充実【介護福祉課】

高齢者の介護に携わる家族の経済的負担の軽減を図るため、介護用品の支給を支

援します。

８.介護に関わる人材の育成【介護福祉課】

介護に関わる多様な人材参入の実現に向けて、研修会を実施するなど、人材のすそ

野拡大を進めます。

市男性職員の配偶者出産休暇の取得率 78.8％ １００％

市男性職員の育児参加休暇の取得率 44.0％ １００％

事業所における育児・介護休業制度の全社員に対する明文

化率
72.7％ 80％

高校生・短大生等の地元定着率 25.3％ 30％

創業に関するセミナー受講者における創業率 11.5％ 20％

ファミリーサポートセンター提供会員数 ３４人 増加

目標値
（2027年）

項 目 現状値
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基本目標Ⅲ 人権の尊重とあらゆる暴力の根絶

髙嶋弘美さんは、平成 29 年４月から法務大臣

の委嘱を受け、人権擁護委員として活躍していま

す。幼稚園教諭や保育士の経験を活かした人権教

室での紙芝居では、子どもたちの目も、高嶋さん

の目も輝いているのが印象的でした。

■
人
権
へ
の
理
解
は
、
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
学
校
を
訪
問
し

て
の
人
権
教
室
に
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
高
校
生
を
対
象
に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、事
例
を
出
す
と「
こ
れ
も

Ｄ
Ｖ
な
の
？
」と
驚
か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
、
相
手
が
嫌

だ
と
思
う
こ
と
や
傷
つ
く
こ
と
は
し
な
い
こ
と
。小

さ
い
頃
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

■
ま
た
、Ｄ
Ｖ
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
方
が
相
談
の

際
「
私
が
悪
い
か
ら
」
と
話
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。で
も
、そ
れ
は
違
い
ま
す
。「
あ
な
た
は
、
悪

く
な
い
。あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
」
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
た
い
で
す
し
、私
た
ち
人

権
擁
護
委
員
は
じ
め
適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な

が
る
よ
う「
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
」と
、
繰
り
返

し
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
中
学
生
を
対
象
と
し
た
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
増
え

て
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
、
多
様
性
を
認
め
合
う

社
会
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
、
頼
も
し

い
限
り
で
す
。「
あ
な
た
は
、あ
な
た
の
ま
ま
で
い

い
」
。
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
よ
り
、
私
自
身

が
視
野
を
広
げ
、さ
ま
ざ
ま
新
し
い
発
見
が
で

き
ま
し
た
。
私
ら
し
く
、
人
権
の
大
切
さ
を
こ
れ

か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶者や恋人等、親密

な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力を指しま

す。いかなる理由であっても、どのような間柄であっても、けし

て暴力は許される行為ではありません。

意識調査では、「ＤＶを受けたことがある」「身近に受けた人が

いる」を合わせると16.1％となり、約６人に１人が、ＤＶを経験、

あるいは、身近に経験した人がいるという結果となりました。Ｄ

Ｖは、けして稀なケースではないといえます。

状況把握や一時保護など、対応が急がれる場合があります。

ひとりで悩むことなく、また相談を受けた方が適切な対応につ

なげられるよう、周知・啓発の強化が必要です。

ＤＶは「身近な暴力」です。

数字でみる たきかわ・男女共同参画16.1％

Ｑ．ＤＶについて、あてはまるものは。

伝えていきたいのは、

「ひとりで悩まないで」

「あなたは、あなたのままでいい」

伝えていきたいのは、

「ひとりで悩まないで」

「あなたは、あなたのままでいい」

人権擁護委員 高嶋弘美 さん

14

自分が受けたことがある

4.7%

自分は受けたことがないが、身

近に受けた人がいる

11.4%

自分も受けたことがないし、身

近にもいない
54.0%

その他

0.8%

無回答

29.1%



１.人権を尊重する教育の推進【教育総務課】

豊かな人間性や生命を尊重する心を育み、人権尊重・男女平等の視点を持つことが

できるよう、人権教育を推進します。

２．メディア・リテラシーの向上【教育総務課・社会教育課】

固定的な性別役割分担を意識する表現や、性・暴力表現を含む女性や子どもの人権

を侵すような違法・有害な情報など、様々なメディアから発信される情報の中から

正しい情報をつかむ力を育めるよう、学校・家庭・地域社会と教育委員会とが連携

し、メディア・リテラシーの向上を図ります。

１．DV・ハラスメント防止に関する啓発【くらし支援課】

DVやハラスメントは、重大な人権侵害であるとの認識を市民に周知し、その防止と

根絶に向けた意識啓発に取り組むとともに、正しい知識と対処法を学ぶ学習機会を

提供します。

２．DVに関する青少年への啓発・学習活動支援【くらし支援課】

デートDVに関する青少年への啓発や学習活動を支援します。

３．DV相談窓口のスキル向上【くらし支援課・子育て応援課】

広報紙への掲載や公共施設へのチラシ配置等、DV相談窓口の周知を徹底するとと

もに、DV被害者に対して適切な情報提供や支援・助言が行えるよう、職員のスキル

の向上を図ります。

４．DV被害者の一時保護の実施【くらし支援課・子育て応援課】

DV被害者について、母子生活支援施設などにおける一時保護が必要な場合は、安

全に配慮しながら警察など関係機関と連携し、適切な対応を行います。

５．DV家庭の子どもの安全確保【子育て応援課】

ＤＶ家庭の子どもについて、安全が確保できないと判断される場合は、関係機関と

連携し、児童相談所における一時保護措置など適切な対応を行います。

１

２
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６．児童虐待に対する相談・一時保護の実施【子育て応援課】

児童虐待に関する相談に対応するとともに、子どもの安全が確保できないと判断

される場合は、必要に応じて関係機関と連携し、児童相談所における一時保護措

置など適切な対応を行います。

７．市役所におけるセクシャル・ハラスメントの防止【総務課】

市役所におけるセクシャル・ハラスメントの防止及び排除のため、「職場における

ハラスメントの防止に関する要綱」に基づき適切に対応します。

８．事業所におけるセクシャル・ハラスメント防止の啓発【産業振興課】

事業所に対し、セクシャル・ハラスメントの防止及び排除の意識向上のため、啓発

に取り組むとともに、被害などの相談に対応します。

１．性的マイノリティに対する理解促進【くらし支援課】

性的マイノリティに対する差別や偏見をなくすための啓発活動を行い、当事者の

生きづらさの解消に取り組みます。

２．パートナーシップ制度導入の検討【くらし支援課】

性的マイノリティカップルに対し、婚姻に相当する関係と認めるパートナーシップ制

度について、先進自治体の状況や当事者の意見を踏まえながら導入を検討します。

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う児童・

生徒数の割合

小学校 99.6％

中学校 96.8％
１００％

DVやハラスメントを受けた場合「どこにも相談しない」と思

う人の割合

ＤＶ 9.1％

ハラスメント9.4％
減少

事業所において就業規則などでセクシャルハラスメント禁止

を定めている割合
69.7％ 100％

性的マイノリティ（LGBTQ)に対する理解度 ー ５0％

目標値
（2027年）

現状値項 目

３
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人間には、治癒力があります。

何があっても

負けない心が、大切です。

■
私
が
手
術
を
し
た

年
前
に
比
べ
、
乳
が
ん
の

り
患
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
検
診
を
受

け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
是
非
、
入
浴
時

に
自
分
で
触
っ
て
、
異
変
が
な
い
か
確
か
め
る
こ

と
を
習
慣
化
し
て
ほ
し
い
で
す
。ま
た
、気
に
な
る

症
状
が
あ
っ
て
も
、「
怖
い
か
ら
が
ん
検
診
は
し

な
い
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
乳
が
ん
は

生
存
率
の
高
い
が
ん
で
す
。
検
診
に
向
か
う
勇

気
の「
差
」
が
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
左
右
す
る
と

い
う
こ
と
、強
く
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
平
成

年
か
ら
、
北
海
道
が
ん
患
者
連
絡
会

副
代
表
と
し
て
の
活
動
も
加
わ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た「
が
ん
教
育
」
も
そ
の

ひ
と
つ
で
、が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
予
防

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。こ
の
授
業
で
期
待
し
て
い
る

の
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
保
護

者
に
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
一
言

が
、親
自
身
の
生
活
習
慣
、そ
し
て
検
診
の
必
要

性
つ
い
て
見
直
す
機
会
に
な
れ
ば
い
い
な
、と
。

■
―
人
間
に
は
治
癒
力
が
あ
り
ま
す
。何
が
あ
っ
て

も
、負
け
な
い
心
が
大
切
で
す
―

体
に
は
治
そ
う
と
す
る
力
が
あ
り
、そ
し
て
負

け
な
い
と
い
う
心
が
生
き
る
た
め
に
必
要
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。が
ん
を
経
験
し
て
、多
く
の
が
ん

患
者
と
接
す
る
な
か
で
得
た
、後
悔
の
な
い
人
生

に
添
え
た
い
大
切
な
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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29

乳がん検診（マンモグラフィー）受診率
※国民健康保険被保険者

女性の９人に１人がり患するといわれ、女性に最も多いがんが

乳がんです。女性の乳がんによる死亡者数は、部位別で４位（令

和２年）となっていますが、早期発見・早期治療により治りやす

く、生存率も高まるがんであることがわかっています。

令和２年度、コロナ禍の影響もあり、がん検診控えが課題とな

りました。乳がん検診（40 歳以上の国民健康保険被保険者：マ

ンモグラフィー）においても、北海道は全国と比較し乳がん検診

率が低く、滝川市においては更に低い 12.7％と、全道３５市中

20位という結果になりました。

乳がん受診への関心をはかるためには、事業所や家庭の後押

しも必要といえます。

数字でみる たきかわ・男女共同参画12.7％

基本目標Ⅳ 「生涯活躍」を支える健康な体と心をつくる

人間には、治癒力があります。

何があっても

負けない心が、大切です。

ピンクリボンディスカバ

代表 柴田直美 さん

平成 19 年、乳がんの手術を受けて半年後、

乳がんの早期発見・早期治療を呼びかけるピン

クリボン・ディスカバを設立。

柴田さんのがん経験者としての活動の場は、

全道各地に広がっています。

17

19.9 20.2
18.5

15.9 15.3 14.9
14.4 15.7

12.7

H30 R元 R2

国 道 滝川市

上がる乳がん率・低い検診率



１．個々に応じた健康相談・健康教室の実施【健康づくり課】

年代など個々に応じた健康相談に対応するとともに、生活習慣病予防はじめ様々

な健康教育を実施します。

妊娠や出産を経験する可能性のある女性については、リプロダクティブ・ヘルス/

ライフの視点に立ち、思春期、妊娠・出産期、更年期、高齢期と生涯を通じた健康

保持増進のための相談支援、健康教育を実施します。

※リプロダクティブ・ヘルス/ライフ＝性と生殖に関する権利

２．積極的な健（検）診の促進【健康づくり課】

自身の健康管理に気を配り、病気と生活習慣との関連や、更年期以降の身体の変

化等を理解し、生活習慣の改善を自ら行えるよう特定健診・特定保健指導・がん検

診等積極的に情報提供するとともに、特定健診とがん検診の同日実施や乳がんと

子宮がん・骨粗しょう検診のセット検診等、健（検）診を受けやすい工夫を行います。

３．女性特有ながんの検診率の向上【健康づくり課】

女性に特有ながん（乳がん・子宮がん）について、若い世代から検診に関する啓発・

勧奨を行い、検診率の向上を目指します。

４．喫煙防止意識の向上【健康づくり課】

受動喫煙や未成年の喫煙防止、妊産婦やそのパートナーの喫煙率の低下を目指し、

喫煙防止教室の実施やたばこに関する相談に取り組みます。

５．心の健康の確保【健康づくり課】

家庭・地域・職場等での人間関係やストレスによる様々な悩みや不安、それに

起因する精神疾患についての相談に対応します。

誰もが自殺に追い込まれることのないよう、必要な相談窓口につなげ、見守ること

ができる人材育成（ゲートキーパー養成）に取り組みます。

妊娠・出産・育児といったライフイベントに伴うストレスや産後うつの予防、早期発見、

相談支援を行います。

１
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１．青少年に対する妊娠・出産・育児に関する教育活動の推進【健康づくり課・教育総

務課】

妊娠、出産に関する正しい知識が持てるよう教育・普及啓発に取り組むとともに、育

児のイメージづくりができるよう、乳児と触れ合う機会を提供します。

性感染症や予期せぬ妊娠の予防に関して、学校と連携を図りながら教育活動に取り

組むとともに、自身の体や心の悩みなど相談に応じます。

２．安全安心な出産に向けての支援【健康づくり課】

母子ともに安全安心な出産を迎えるため、受診勧奨や妊娠・出産に関する情報提

供・相談支援を行うとともに、妊婦健診に対する費用の助成を行います。

３．不妊治療の支援【健康づくり課】

子どもを希望する夫婦が治療を開始しやすい環境をつくるため、一般不妊治療及び

不育症治療に係る費用を助成をするとともに、不妊症・不育症に関する相談に応じ

ます。

４．切れ目のない母子健康支援【健康づくり課】

保健師や助産師による相談、産後訪問、産科・小児科医療機関との連携等、養育者

の状況にあわせて妊娠期・出産・育児へと切れ目のない支援を行います。

特定健診受診率 36.8％ 60％

乳がん・子宮がん検診率
乳がん 12.7％

子宮がん 9.7％

乳がん 30％

子宮がん 30％

妊婦・パートナーの喫煙率
妊婦 4.9％

パートナー 39.9％

妊婦 0％

パートナー 減少

新生児訪問率 90.7％ 100％

４～５か月児相談時に「育児が楽しい」と感じている母親の

割合
96.5％ 100％

２

目標値
（2027年）

現状値項 目
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Ⅰ．市民意識調査

１．「男女共同参画」という言葉を知っていますか

調査地域 滝川市全域

調査対象 滝川市に居住する20～75歳までの市民 1,000人

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出

調査方法 郵便配布、郵便回収またはウェブ回答

調査期間 令和４年８月１日～９月２日

有効回収数・回収率 有効回収数256人 回収率25.6％

男女共同参画に関する意識調査

20～29歳
3.9%

30～39歳

7.9%

40～49歳

16.5%

50～59歳

21.3%

60～69歳

30.3%

70歳以上

20.1%

言葉も内容も知っている

言葉は知っているが

内容は知らない

言葉も内容も知らない

無回答

男性

40%

女性

58%

答えたくない

2%

年齢 性別

6.1

29.6

33.4

30.9

6.7

24.8

30.7

37.8

0 10 20 30 40

令和４年 平成24年
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２．次の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか

３．次の分野に、どのくらい関わりたいと思いますか

４．女性の仕事について、あなたの

考えをお聞きします

21

仕事を持たないほうがよい

1.2%
結婚するまでは仕事をし、結婚を機に

仕事を持たないほうがいい

1.9%

結婚後も仕事をし、子どもが生ま

れたことを機に仕事を持たないほ

うがいい

1.5%

育児中は仕事を休み、大きくなっ

たら仕事を持った方がいい

35.5%

結婚・出産・育児に関わらず、仕事を

続けたほうがよい

39.3%

わからない

8.0%

その他

5.3%
無回答

7.3%

17.3%

21.7%

16.5%

47.2%

12.2%

5.9%

23.2%

18.5%

51.2%

45.3%

23.6%

32.7%

38.6%

17.3%

40.9%

31.5%

8.7%

6.7%

23.6%

5.5%

19.7%

37.8%

15.0%

26.8%

3.5%

2.0%

5.1%

0.

0

%

3.9%

0.8%

7.1%

6.7%

1.2%

1.2%

0.4%

2.0%

0.8%

1.6%

2.0%

13.0%

19.2%

25.3%

9.1%

16.9%

30.7%

8.3%

9.8%

5.1%

3.9%

5.5%

5.5%

6.7%

6.7%

3.9%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会全体

社会通念・慣習

法律・制度

政治

地域社会

学校教育現場

職場

家庭生活

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性が優遇されている 女性が優遇されている わからない

無回答

2.8%

9.8%

9.1%

6.3%

20.9%

32.3%

30.3%

28.0%

16.9%

33.1%

33.9%

36.2%

34.3%

26.8%

40.6%

31.5%

29.5%

16.9%

25.6%

34.6%

18.5%

6.3%

13.0%

18.9%

21.3%

8.7%

10.2%

10.2%

7.5%

6.3%

5.1%

6.2%

22.0%

24.0%

14.9%

6.4%

10.9%

17.7%

4.7%

7.5%

7.5%

7.5%

6.3%

6.3%

7.9%

10.6%

6.3%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政治・議会

生涯学習

ボランティア活動

地域活動や近所づきあい

家族の介護

育事

家事

仕事

積極的に関わりたい どちらかといえば関わりたい どちらかといえば関わりたくない 関わりたくない わからない 無回答



５．女性が仕事をする上での課題はどのようなことだと思いますか（複数回答）

６．さまざまな場面で女性がリーダーとして活躍できる環境づくりに必要なことはなんですか（複数回答）

７．男性が女性とともに家事、子育て、介護など積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと

思いますか（複数回答）

0.4%

2.3%

4.3%

27.0%

28.5%

32.4%

33.6%

34.0%

39.8%

40.2%

41.8%

43.4%

82.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

無回答

わからない

老人福祉施設・介護サービスが不足・利用しにくい

結婚や出産のとき、退職する慣例がある

夫や家族の理解や協力が得られない

女性が働くことに対して、男性の理解が不足している

職場に仕事と子育てを両立するための制度（休暇や勤務時間短縮など）がない

育児に対する上司や同僚の理解不足

非正規職員から正規職員になるのが難しい

希望する収入が得られない

保育所・子育て支援サービスが不足・利用しにくい

家事・育児・介護と仕事の両立が大変

1.6%

2.7%

6.6%

23.4%

26.2%

34.8%

43.4%

44.9%

52.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

無回答

わからない

女性がリーダーに一定の割合でなるよう取り組みをすすめること

女性がリーダーとなることに対して、女性の抵抗感をなくすこと

社会のなかで、女性がリーダーになることについての評価を高めること

「リーダーは男性が担うもの」という性別による役割意識をなくすこと

女性がリーダーとなることに対して、男性の抵抗感をなくすこと

家事・育児・介護など、配偶者や家族の支援が十分に得られるようにすること

22

0.8%

2.3%

3.5%

15.6%

24.6%

28.1%

34.0%

44.5%

47.3%

48.8%

56.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

わからない

無回答

男性が家事などに参加することに対する、女性の抵抗感をなくすこと

男性が家事、子育て、介護を行うためのネットワークづくりを進めること

家事、子育て、介護との両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を

設けること

男性が家事、子育て、介護に関心を持てるよう啓発、情報提供を行うこと

労働時間短縮や休暇制度を普及し、仕事以外の時間を多く持てるようにする

こと

社会のなかで、男性による家事、子育て、介護についての評価を高めること

男性が家事などに参加することに対する、男性の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること



８．「育児休業」や「介護休業」を利用する男性が少ない理由は何だと思いますか（複数回答）

９．災害時、避難所においては男女共同参画の視点からどのような配慮が必要だと思いますか（複数回答）

10．DV（配偶者等からの暴力）やハラスメント（いじめ・嫌がらせ等）について

1.2%

2.3%

3.1%

24.2%

32.0%

37.1%

38.3%

46.9%

49.6%

60.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

無回答

わからない

休業することで、知識の遅れや技術の低下が心配だから

制度利用したことで、人事評価や待遇面が心配だから

休業中の収入が心配だから

周囲に休業制度を利用した男性がいないから

職場・同僚に迷惑をかけるから

育児や介護は女性の役割であるという意識が強いから

休業制度を利用しにくい職場の雰囲気があるから

0.4%

0.4%

5.1%

38.3%

56.6%

67.6%

77.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

その他

わからない

男性は力仕事・女性は炊き出し」という性別による役割分担意識をなくす

こと

避難所生活上の悩みや問題を受け付ける窓口の設置

避難所の運営、運営方針の決定など、男性・女性ともに参加すること

多目的トイレや女性専用スペースなど、配慮が必要な避難者への対応

自分が受けたことがある

17.7%

自分は受けたことがないが、

身近に受けた人がいる

10.6%

自分も受けたことがないし、

身近にもいない

50.0%

その他

0.4%

無回答

21.3%

ＤＶ ハラスメント
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自分が受けたことがある

4.7%

自分は受けたことがないが、

身近に受けた人がいる

11.4%

自分も受けたことがないし、

身近にもいない

54.0%

その他

0.8%

無回答

29.1%



１１．あなたがDVやハラスメントにあったときは、どこ（誰） に相談しますか(複数回答）

１２．男女共同参画についてご意見やご提案をお聞かせください（抜粋）

男女が全て同じように社会において、均等で共に責任を負うのか甚だ疑問です。ずっと専業主婦で働きたくないと言う人

もいるし、結局は個人の考えでしょう。強制するものではないと思います。

社会の中で男女共同参画という考えが広まっていくことはとても良い事だと思いますが、家庭内に関しては、それぞれ個

人や家庭で考え方が違うので、個々の判断が尊重されるべきだと思っています。

性別による役割分担ではなく、個人に与えられた性格や性別の強みを活かしながら社会に参加出来る仕組みがつくられた

ら良いなと思いました。また今回アンケートが届いたことで改めて調べるきっかけになりました。現実的ではないかと思い

ますが、社会的な役割や性について自覚し始める年頃の方を対象にグループワークなんて出来たら良いのかなと思いまし

た。

すべてにおいて、男女均等というにはほど遠いと思います。若年層とシニアの人々との考え方が、大きな格差を感じます。

まだ、古い日本人的感情が多い方だと思います。

子育てしながら働いているお母さんたちを応援してほしいです。男女の差別なく、個性をいかせる社会が良いと思います。

男性の方が得意分野もあれば、女性の方が良い仕事もあると思います。

意識改革も必要ですが、制度を整えることが先行されるべきと思います。

男女の違いではなく、個人の特性と希望によって家庭内、地域社会それぞれで役割を決められる世の中になるといいなと

思う。

まだまだ男性有利な社会で、日本は世界と比べて女性の社会進出が遅れていると思います。その要因として出産など女性

に負担のかかるものに対して社会の理解が足りていません。また事務系には女性、現場系には男性という考え方も悪いと

思います。

社会のなかで男女は対等な構成員であるという意識は根付いているとは思うが、職場においては、ぎりぎりの人員で運営

されているのが現実で、急な早退・欠勤を容認できるゆとりがない。そこにパワーゲームが発生する。

職種によって男性が育休を取りずらい。経費的にカバーする体制が負担。適材適所”力仕事”力のない人には不向き。”男

女”という過剰な意識もフラットな感覚になるとよい。
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14.5%

2.0%

9.4%

6.3%

19.9%

2.7%

9.0%

14.8%

34.4%

37.9%

18.8%

1.6%

9.0%

6.3%

21.9%

5.9%

27.3%

5.9%

27.3%

32.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

どこ（誰）にも相談しない

民間の相談機関

公共の相談機関

医師

警察

職場の上司・同僚

友人・知人

家族

DV ハラスメント



Ⅱ．事業所調査

１．職場での女性の配置や昇格について、10年前と比較して変化がありますか(複数回答）

調査地域 滝川市全域

調査対象 滝川市内に事務所を置く従業員20人以上の事業所 14１事業所

抽出方法 滝川市商工名鑑より抽出

調査方法 郵便配布、ＦＡＸまたはウェブ回答

調査期間 令和４年８月１日～９月２日

有効回収数・回収率 有効回収数３３事業所 回収率23.4％

事業所の業種

雇用形態の男女比

17.1%

22.9%

37.1%

42.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

女性のセミナー等、研修会を増やした

女性の管理職を増員した

女性の職域を拡大した

特に変わらない

建設業

22%

運輸・通信業

18%

卸売・小売業・飲食店

18%

サービス業

12%

製造業

9%

農業・林業・漁業

3%

金融・保険業

3%

その他

15%

25

29

74

85.9

71

26

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非正規職員

正規職員

管理職

男性 女性



２．育児・介護休業制度について、就業規則等で明確に示して（明文化）いますか

３．育児・介護休業制度が事業所に定着するためには、どのようなことが必要とお考えですか（複数回答）

４．社員のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進するため、取り組んでいることはありますか

（複数回答）

3.0%

12.1%

15.2%

18.2%

24.2%

24.2%

30.3%

66.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

特に考えていない

復帰後のポストなど受け入れ体制

制度の利用者、非利用者の不公平感の是正

休業中の賃金保証

復帰後の代替要員の処遇

人事ローテーションで補足するときの業務分担

休業中の代替要員の確保

9.1%

18.2%

33.3%

36.4%

75.8%

78.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に行っていない

従業員に対してワーク・ライフ・バランスの啓発や研修を行っている

経営者や管理職が率先して、ワーク・ライフ・バランスの実践に取り組んで

いる

育児・介護休業を取得しやすいよう、社員への周知や上司との懇談など環

境を整えている

長時間労働とならないように職場内で意識し、声掛けなど行っている

年次有給休暇を取得しやすくするよう、声掛けなど行っている
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全社員を対象に明文化している

72.7%

正規社員のみを対象に明文化している

15.1%

今後明文化を検討している

6.1%

無回答

6.1%



５．職場におけるセクシャルハラスメントについて、どのように対応していますか（複数回答）

６．男女共同参画についてご意見やご提案をお聞かせください

男女の差は絶対埋まらないと思う。

保険業という特殊な環境のため、男性１人ほかはすべて女性という事業所がほとんどですので、セクハラ、マタハラ、パワ

ハラなどについては窓口や意識が整っていると思います。

管理職に占める女性労働者割合の引き上げ、有給休暇の取得向上等に重点をおき、施策を実施。

3.0%

3.0%

9.1%

39.4%

51.5%

69.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

特になし

ポスター掲示や社内研修など周知・啓発の実施

相談・苦情処理窓口の設置

就業規則等でのセクシャルハラスメント禁止の規定

3.0%

3.0%

9.1%

39.4%

51.5%

69.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

特になし

ポスター掲示や社内研修など周知・啓発の実施

相談・苦情処理窓口の設置

就業規則等でのセクシャルハラスメント禁止の規定
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